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「ある日常のひとこま」 

先日、小学部のＡさんがタブレット端末を抱えて一人で校長室

に来ました。入室時には礼儀正しく深々とお辞儀をしてニコニコ

しながら私の方へ近付いてきました。何やら私に見てもらいたい

ものがあるらしく、タブレット端末の画面をスクロールしては指

差します。 

そこには某お菓子メーカーの「か○ぱ○○○ん」が表示されていま

した。二人で「おいしそうだねー」「食べたいねー」と話している

と学級担任が来ました。聞くとそのお菓子をＡさんは大好きだけ

ど、東京や大阪でしか手に入らないものであるとのこと。そしてそ

の東京に近々校長の出張があるらしいということで、「校長先生お

願い！」の来室だったようです。 

Ａさんの期待にできるだけ応えたいと思いました。そして何

より感動したのは来室時にお辞儀ができたことはもちろんです

が、タブレット端末を使って自分の思いを一生懸命に伝えよう

としてくれたことです。 

コロナ禍において急速に進展したＩＣＴ機器の活用ですが、

特に大切な視点として「情報活用能力」が挙げられています。学

習指導要領にも初めて位置付けられ「学習の基盤となる資質・能

力」とされています。まさにＡさんは、自分の大好きなものをタ

ブレット端末で調べ、「欲しい」という思いを何とか校長に伝え

ようとしたのです。学習で身に付けた知識や能力を生活に生か

す、まさに「生きる力」ですね。 
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